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れるため）。2 期の場合は①5:00〜10:00 と②7:00〜12:00 の 2 パターンを基本とした。時給水準はアスパラ































































































































































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
全日（8h） 14 15 15 10 8 11 13 12 5 9 5 4 9 2 5 5 6 5 6 6 9 7 7
午前のみ 0 0 0 0 1 1 3 3 0 0 3 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
午後のみ 2 2 2 0 5 4 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
残業有り 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
単純回数 16 17 17 10 14 16 16 15 5 9 8 7 11 4 6 5 6 5 6 6 9 7 7
フルタイム換算 15.0 16.0 16.0 10.0 11.0 13.5 14.5 13.5 5.0 9.0 6.5 5.5 10.0 3.0 5.5 5.0 6.0 5.0 6.0 6.0 9.0 7.0 7.0
単純回数
フルタイム換算
24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44
全日（8h） 10 11 11 11 11 11 8 8 8 6 10 7 7 6 7 6 9 8 8 11 3
午前のみ 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 1 2 0 1 0 1 0 1 1
午後のみ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
残業有り 2 3 4 3 2 2 1 0 1 1 1 2 1 1 0 0 0 1 1 1 0
単純回数 10 11 11 11 11 11 9 9 9 7 10 8 8 8 7 7 9 9 8 12 4
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表4　農家別作業従事回数（単純集計）




5月土日 8 10 11 9 4 6 7 8 14 7 8 8 13 6 119 8.5
5月平日 10 9 10 4 4 6 4 6 6 6 6 6 7 6 90 6.4
　5月計 18 19 21 13 8 12 11 14 20 13 14 14 20 12 209 14.9
6月土日 17 16 18 9 9 12 9 11 14 12 13 10 11 12 173 11.5
6月平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
　6月計 17 16 18 9 9 12 9 11 14 12 13 10 11 12 173 10.8
総計 35 35 39 22 17 24 20 25 34 25 27 24 31 24 382 23.9
　うち平日 10 9 10 4 4 6 4 6 6 6 6 6 7 6 90 5.6
注：半日参加の場合も1回としてカウントしている
－ 21－















であったが、開始時間は 7 時と 8
時に分かれており、実際のデータ
も半々に分かれている。開始時間






























集合時間 割合 作業開始時間 割合 作業終了時間 割合 解散時間 割合
〜6:29 18.1% 〜6:59 5.4% 〜16:59 28.4% 〜16:59 13.7%
6:30〜6:59 31.9% 7:00〜7:29 41.0% 17:00〜17:29 63.6% 17:00〜17:29 46.0%
7:00〜7:29 6.6% 7:30〜7:59 10.2% 17:30〜17:59 3.7% 17:30〜17:59 33.5%
7:30〜7:59 37.3% 8:00〜8:29 39.8% 18:00〜18:29 1.2% 18:00〜18:29 3.1%
8:00〜8:29 2.4% 8:30〜 3.6% 18:30〜 3.1% 18:30〜18:59 1.2%




























































































































































 表 20 には農作業に参加した経験の有無を示した。1 期と同様に初め
ての者が 46.2％と最多であるが、1 期を含めたリピーターが 43.8％を
占めていることが特徴的である。 





































































































































名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第５号（通巻 39 号）（2021） 
なと思いました。」といったコメントもあった。熱中症対策は非常に重要であるため、農家・学生双方へ注意
喚起をしていきたい。 
 そのほか、農家との連絡方法を電話以外の方法で行いたい、有償部分の昇給等の要望があった。次年度以
降、より良い環境を求めて検討していきたい。 
 
５．おわりに  
以上のように「名寄市立大学学生援農ボランティア」研究事業は、昨今の労働力不足下における労働力補
完を主目的としながらも、単なるアルバイトだけではない付加価値として、ボランティア活動による金銭以
上の価値を学生が持ち帰れる取り組みとして定着しつつある。そのためには、食農教育の視点を学生・農家
両方が持つことが必要であり、単純な作業・労働力ではなく、多様な経験（農家との会話等も含む）をベー
スとした名寄ならではの体験・経験を提供する事が求められる。アンケート結果から、完璧とは言えないま
でも、この取り組みに関して一定の評価が得られ、学生のリピートにつながっていることが明らかになった。 
本年はコロナ禍における影響を受け、かなり制限した状況下における活動となったが、名寄市立大学コミ
ュニティケア教育研究センター・名寄市農務課・JA道北なよろ営農部営農課の協力を得て、実施体制を作る
ことが出来た。この場をお借りして、関係各位に深く御礼申し上げます。 
次年度はコロナ禍における影響が残る中で、より多くの学生に周知し、安全に参加していただけるよう、
更なる工夫を続けていきたい。 
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【付記】 
本稿は、2020年度名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター課題研究による「農業雇用労働力狭隘下における学生援農
アルバイトによる労働力支援事業に関する研究」における成果の一部である。 
「2．援農ボランティア事業実施の経緯」は2019年度の筆者原稿から再校正の上収録している。初出 今野（2019）。 
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